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よって F は線形変換である。

��� 基底の各要素に対する F の作用を考えると，
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は R�x��の元 cx�に対応する。したがって，Ker F � fcx�g（cは任意の実数）である。

問題 �

��� �本のベクトルの内積が変換 Aによって不変であるための条件を求める。
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以上より，与えられた線形変換は直線 y �
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問題 �

��� 基底の各要素に対する F の作用を考えると，
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よって，F の表現行列は
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��� V に属する関数はすべて周期 ��の周期関数であることに注意すると，
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よって F は直交変換である。


